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3 ・ 4年（中学年），中学校，当該学年という 4層に分
かれてくる。
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表 1 「小数」の 3段階目標内容表（一部抜粋）
靡
ア） イ） ウ） エ）
関心 数学的な考え方 表現・処理 知識・理解
I ＊ ＊ ＊ ＊ 
20までの小数を 20までのかさや長さ等を小数を 日常生活における，小数の
I 















H 標 手だて 「個別の評価基準」


















J1 日し に，小数の加法および減法 のにし，繰り下がりはださない。 る。
童 I の意味について知り，それ ・立式は，口頭で教師に伝える。 ウ） 1までの小数を， 0.5間




































































































































表 3は小学部 5・ 6年課題別学習グループ 2において






















































学 1"I 内 容
A I B I C 
1 ,ri, l }• I iク' l i• 1 :,ri I l t iク'i,;I,i,ri,1 :： 1 ；必
lfJ くむ ,lfI lfJ くむ晶 lf くむ晶
4 | 1，文「今年の抱負」 ◎ ◎ 
-------------------------------- - _,_ ---- - --- ---- --_, _ -_,_ --------------_,_ ----
物晶「だいじょうぶ だいじょうぶ」 ◎ 
5 |,；¥「/i:J」「紙風船」 0 ◎ o ◎ 
------------・・--・' ----------------_,_ --- --- --- --- --_,_ --- --- --- ---_,_ - - ---+ ---
「伝え合おう li・年4:．でがんばりたいこと」 ◎ 
「好きな物＇i政を誂もう」 0 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇




関l| 「伝え合おう，わたしの、な見J o ◎ ◎ 0 ◎ 0 
7 物語「ルドルフとイッパイアッテナ」 0 ◎ o ◎ ◎ 
物晶「ヒロシマのうた」 ◎ 〇 ◎ ---＿ ＿ ＿ ---＿ ＿ -_ --_ ＿ -------＿ -------------------------―← ----------_ ＿ ＿ ＿ ---_ ＿ + ---
「会話をはずませよう」 ◎ 
1 物語「iがのいのち」 ◎ 0 ◎ O 
3 I 2 説明文「インスタント食品と私たちのllj丙」 0 ◎ 〇 ◎ ◎ | 0 
「木米へのメッセージ」を，1:こう 〇 ◎ 0 ◎ 
学'.—————---------------------------------＿ ----• 





※ 0 ・・・扱う内容，◎．．•特に恥’i をおいて扱う内容
表 4 個別の年間指導計画（イメージ図）















































































































































































































































































































































































悶 （話） （書）修学旅行の報告（読）古典（平家物語） （言）漢字・語彙




































































































































































































































＇何本で 1| 1本| 2本 5本 I6本
何人分 I5人分 I10人分 I• • • I 25人分 I30人分
表8 1本を 6人分に切ったとき
悶:I八：I12::I: ： ： I305人:}I36人：
表 9 1本を 7人分に切ったとき










何人分 I1人分 1 2人分 1 3人分 1 4人分 1 5人分 1 6人分
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゜゚6 十訓抄 ◎ 7 竹取物語
゜
◎ 
゜゚， 漢文の基本 ◎ 2 10 五十歩百歩
゜
◎ 
゜゚鸞11 矛盾 ◎ 12 気になる古典を読む・枕草子，徒然草
゜
◎ 
゜1 書き初め ◎ ； 詩を吟ずる ◎ 2 敬語表現（本単元）
゜
◎ 












































呂子 習 内 容
C D E 
二胃士






































































7. 今 後の 課題 （文責加藤隆芳）
同単元異目標という方針の下でグループ毎の活動場面
表 3 単元「敬語表現」における評価規準
生徒名 ア，関心・意欲・態度 イ，読む ウ，知識・理解
①敬語表現に着目することができる。 ①文中における敬語を正確に捉え理解すること ①敬語の辞書的な意味と文脈上の意味
②文に示された敬語についてその意味 ができる。 との関係に注意して読むことができ
A を的確に理解しようと心がけながら読 ②文の流れや展開を正確にとらえ，敬語を用い る。
もうとすることができる。 る者あるいは用いられる対象についての理解に ②文を読みながら，敬語を用いる者と
B ③現代語における敬語と古文における 役立てることができる。 用いられる対象との身分の違い等につ
敬語の用途や敬語が用いられる意味を ③現代文と古文とにおける敬語表現を読み比 いて理解することができる。













生徒名 A B C D E 
・単元の目標に ．敬語が用いられる意 ・単元の目標に同じ。 ・なぜ敬語を用いなければな ・なぜ敬語を用いなければ
同じ。 味について考え，的確 らないのか理解する。 ならないのか理解する。
H に分類する。 ・現在用いられる敬語と古に ・現在用いられる敬語と古
・現在用いられる敬語 用いられた敬語との違いを知 に用いられた敬語との違い
標 と古に用いられた敬語 る。 を知る。
との意味の違いについ
て考える。
•読み取る，分 •読み取る，分類する •読み取る，分類する作 読み取る，分類する作業につ •読み取る，分類する作業に
類する作業につ 作業について自分で行 業について自分で行う時 いて授業者と確認し合い，音 ついてやるべきことを明示
手 いて自分で行う う時間を確保する。 間を確保するとともに全 読するを時間を設ける。 した上で反復させ，スモール
だ
時間を確保する。 ・授業内でふれる多用 員で確認し合う時間を設 ・意見を述べる場においてま ステップで確認，評価する。
•他者の意見を なことば遣いについて ける。 ずは聞き手となり仲間の話を ．把握した内容に対して自
て まとめ，自分の 自ら学び取るよう，随 ・書字に際しては十分な 十分に聞く時間を設け，その 分の考えとの相違点や共通
意見を述べる場 時注目すべきことばを 時間確保を行いつつも必 上で自分の考えを述べる機会 点を考えさせた上で自分の
面を適宜設ける。 提示する。 要に応じてサポートする。 を設定する。 考えを述べさせる。
・単元の評価規 イー①文脈の中におけ ・単元の評価規準に同 イー①敬語が用いられる場面 単元の評価規準に同じ。
闘










Il. 高等部 1学年 Bコースにおける数学科（数 1)の指導計画
1. 1学年Bコースの個々の実態と指導目標（「個別の指導計画」より抜粋）
表 5
A 渇： C D E 
•まじめに取り組み，継続 •まじめに取り組み，継続 •まじめに取り組み，継続 ・理解力はあるが，家庭学習 •まじめに取り組み，継続的
的に家庭学習をすることが 的に家庭学習をすることが 的に家庭学習をすることが の時間が極端に少なく，習熟 に家庭学習をすることができ
できる。 できる。 できる。 には至っていない。 る。
・簡単に解答してしまう傾 ・同一の誤答を繰り返す一 ．援助を遠慮しがち。上肢 •長期入院のため，未学習の ・理解するのに時間と繰り返
向がある。やや自信のなさ 面がある。気になることが の操作性に困難がある。 部分が多く，課題への対応が しが多く必要となる。自分な
が見られる。 あると，必ず確認する。 不安定で，解決しようとする らこのように考えるという発
実 ・ほぽ小 3の四則計算が可 ・ほぼ小 3の四則計算が可 意識も薄い。 言が少ない。
・小 3の四則計算が可能。 能。小数・分数に苦手意識 能。小数・分数に苦手意識 ・少なくとも小 1程度の学力 ・ほぼ小 3の四則計算が可能。
小数・分数に若干の苦手意 あり。図形の領域には不得 あり。数と式の領域には未 は定着しており，小数・分数 小数・分数に苦手意識あり。
識あり。数と式の領域には 手な分野がある。 習熟の，図形の領域には未 に関しては用語を知っている 量と測定および図形の領域に
感 ケアレスミスが，図形の領 学習の分野があった。 程度であったが，理解を示す は未学習ないしは未習熟な分
域には不安定な分野があっ ・定期テスト最終の問題は ・定期テスト最終の問題は ようになってきた。 野がみられた。
た。 小中が 7割，数 Iが 3割の 小中が 7割，数 Iが3割の ・定期テスト最終の問題は小
・定期テスト最終の問題は 出題で，数 Iの正答率は56 出題で，数 Iの正答率は72 ・数 Iの課題に関しては独力 中が 7割，数 Iが3割の出題
小中が 7割，数 Iが 3割の ％である。 ％である。 での解答は難しいが，個別に で，数 Iの正答率は83％であ
出題で，数 Iの正答率は89 適切な指導のもとでは正答を る。
％である。 得ることができる。
・小学校 4年までの力と， ・小学校 3年までの力と， ・小学校 3年までの力と， ・小学校 1年と， 2年上まで ・小学校 3年までの力と，正
指
正負の数の計算力を身につ 正負の数の計算力を身につ 正負の数の計算力を身につ の力と，簡単な正負の数の計 負の数の計算力を身につけ，
導
け，式の計算ができるよう け，式の計算ができるよう け，式の計算ができるよう 算および文字と式の計算がで 式の計算ができるようにする。
にする。 にする。 にする。 きるようにする。 ・家庭学習を豊富かつ継続的
目 ・家庭学習を豊富かつ継続 ・家庭学習を豊富かつ継続 ・家庭学習を豊富かつ継続 ・家庭学習を豊富かつ継続的 に課し，学習生活のリズムを
標 的に課し，学習生活のリズ 的に課し，学習生活のリズ 的に課し，学習生活のリズ に課し，学習生活のリズムを 確立し，問題解決能力の習熟
ムを確立し，問題解決能力 ムを確立し，問題解決能力 ムを確立し，問題解決能力 確立し，問題解決能力の習熟 と定着を図る。
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＊各段階は単元に含まれる内容を示している。
高等学校段階 中学校段階 小学校段階 トピックス
式の計算の導入 ---診断検査 1・2年 確認と指導/ ク 3 年
篇6 正負の数 単項式と多項式 1 年：正負の数 1~3年：数概念，四則計算 長さ，時刻と時間
7 文字と式 多項式の整理 1 年：文字と式（文字を使った式） 3~4年．．分数・小数 重さ，表とグラフ
， 式の計算 x2 単項式の乗法 1・2年：文字と式（文字式の計算） 3~5年：式’ □,() 表とグラフ
2 10 1 式の計算（係敷が分薮・小敦） 多項式の乗法 年：方程式 四角形
篇11 式の計算と方程式 展開の公式 1 年：方程式（いろいろな方程式） 4~5年．．分数・小数 三角形，四角形
12 1 年：方程式の習熟 円と球
1 有理数 展開の公式の習熟 1 年：方程式の習熟 面積
3 
有理数 3 年：多項式(2乗して 2になる数） 総合的な数概念と
篇
2 実数 展開の公式の習熟 1 年：方程式の習熟 体積
実数 3 年：多項式，平方根 四則計算








































































































































































































































































lフェースシート（児童生徒の個別資料） ＊書式 1, 2, 3については、薄井坦子著
「科学的看護論」から援用しています。













































1. 中心課題、 2. 指導仮説・方針、 3. 学習•生活指導内容、 4. 家庭との連携（保護者の願い）
5.センターとの連携（療育方針）、 6.前籍校・転籍校との連携（前籍校での課題・転籍校への課題）
7. 教育評価、 8. 社会関係の評価（保護者・看護師など）
36 自立活動を主として学習する児童生徒の「教育的ニーズ」に応じた指導の実現を目指して



































個別の指導計画書式3 実態把握表m（現象の意味） 1 
＊健康の段階
活動（馴練、冒い事など） ： 
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構造に入った実態把握に基づく「個別の指導計画」作成の手順（試行モデル）
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•‘`――ー--・
: ＊省略の場合あり ・
， ............... 
＊書式1,2, 3については、薄井坦子著
「科学的看護論」から援用しています。
書式4については、 H15年度に施設併設学級
小学部混合学級で作成したものです。
